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令和４年７月定例総会議事録 

 

 日  時  令和４年７月19日（火） 午前９時30分～午前10時41分 

 場  所  佐賀市役所 ４階 大会議室 

 出 席 者  別紙名簿のとおり 

 次  第  １．開 会 

２．報 告 

  第１号 農地法第３条の３届出 

  第２号 農地法第18条合意解約通知 

  第３号 使用貸借解約通知 

３．局長専決処分報告 

  第１号 農地法第４条による届出 

  第２号 農地法第５条による届出 

４．議 案 

  第１号議案 農地法第３条の規定による許可申請 

  第２号議案 農地法第４条の規定による許可申請 

  第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請 

  第４号議案 農用地利用集積計画 所有権移転 

  第５号議案 農用地利用集積計画 利用権設定 

  第６号議案 非農地通知について 

５．閉 会 
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午前９時30分 開会 

○会長 

 皆さん改めましておはようございます。昨夜から大変な雨が続いて、佐賀においても線状

降水帯が発生しているようです。今後、土砂災害とか、いろんな災害が出ると思いますが、

皆さん十分気をつけていただきたいと思います。 

 また、雨があった後は大変暑い日が続くと思います。ヨーロッパでは熱波が続いていると

報道されていました。皆さんも水分を十分補給して熱中症対策をしてもらいたいと思います。 

 それでは、先ほど報告がありましたとおり、本日の出席委員は23名で定足数に達しており

ますので、ただいまから佐賀市農業委員会令和４年７月定例総会を開催します。 

 本日の付議すべき事項としては、報告第１号 農地法第３条の３届出８件、報告第２号 

農地法第18条合意解約通知９件、報告第３号 使用貸借解約通知５件、局長専決処分報告第

１号 農地法第４条による届出４件、局長専決処分報告第２号 農地法第５条による届出４

件。 

 議案としては、第１号議案 農地法第３条の規定による許可申請13件、第２号議案 農地

法第４条の規定による許可申請３件、第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請15

件、第４号議案 農用地利用集積計画 所有権移転９件、第５号議案 農用地利用集積計

画 利用権設定38件、第６号議案 非農地通知について８件。 

 以上となっております。 

 ここで皆さんに報告します。 

 現地調査については、南部は７月８日、北部は７月11日に行っております。 

 また、調査会については、南部が７月12日、北部が７月13日に開催したことを報告します。 

 会議に入る前にお断りします。議事進行上、発言される場合は、挙手をして、議長が指名

してから発言してください。 

 携帯電話をお持ちの方は、マナーモードにしてください。 

 また、本日の議事録署名人には、佐賀市農業委員会会議規程第14条第２項の規定に基づき、

10番委員の北村守委員、11番委員の千綿委員の両名を指名します。 

 それでは、今回「常設審議委員会」に意見を求めた議案書16ページ、17ページ及び19ページ、

農地法第５条の規定による許可申請、審議番号３番、４番、５番、６番、10番及び11番の

審議結果について私から報告いたします。 
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 令和４年７月15日に開催された第76回常設審議委員会において、佐賀市から意見を求めた

農地法第５条関係については、全て「異議なし」として佐賀市農業委員会会長へ回答された。 

 以上で報告を終わります。 

 それでは、これより報告事項に入ります。 

 議案書１ページから３ページまでをお開きください。 

 

      報告第１号 農地法第３条の３届出 

            １・２・３・４・５・６・７・８ 

○会長 

 報告第１号 農地法第３条の３届出、報告番号１番から８番までの８件について、御意見

はありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 意見なしということで、次に進みます。 

 次に、議案書４ページ及び５ページをお開きください。 

 

      報告第２号 農地法第18条合意解約通知 

            １・２・３・４・５・６・７・８・９ 

○会長 

 報告第２号 農地法第18条合意解約通知、報告番号１番から９番までの９件について、

御意見はありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 意見なしということで、次に進みます。 

 次に、議案書６ページ及び７ページをお開きください。 

 

      報告第３号 使用貸借解約通知 

            １・２・３・４・５ 

○会長 



- 4 - 

 報告第３号 使用貸借解約通知、報告番号１番から５番までの５件について、御意見はあ

りませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 意見なしということで、次に進みます。 

 次に、議案書８ページをお開きください。 

 

      局長専決処分報告第１号 農地法第４条による届出 

                  １・２・３・４ 

○会長 

 局長専決処分報告第１号 農地法第４条による届出、報告番号１番から４番までの４件に

ついて、御意見はありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 意見なしということで、次に進みます。 

 次に、議案書９ページ及び10ページをお開きください。 

 

      局長専決処分報告第２号 農地法第５条による届出 

                  １・２・３・４ 

○会長 

 局長専決処分報告第２号 農地法第５条による届出、報告番号１番から４番までの４件に

ついて、御意見はありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 意見なしということで、次に進みます。 

 次に、議案書11ページをお開きください。 

 

      第１号議案 農地法第３条の規定による許可申請 

            １ 
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○会長 

 第１号議案 農地法第３条の規定による許可申請、審議番号１番を議題とします。 

 ここで皆さんにお諮りします。 

 この案件は、○○委員本人の案件になっており、農業委員会等に関する法律第31条の議事

参与の制限に該当します。そこで、○○委員には一時退室していただき、この案件を先に

審議したいと思いますが、御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、この案件を先に審議することに決定しました。 

 それでは、○○委員、退室願います。 

    〔委員 退室〕 

○会長 

 それでは、南部調査会の審査の報告をお願いします。 

○南部調査会長 

 報告します。 

 審議番号１番は、普通売買の案件です。 

 なお、委員から売却価格が安いことについての質問があり、事務局から申請地は荒れてい

る農地で、譲渡人からは無償でも良いとのことで、協議の結果、この金額となった旨の説明

がありました。 

 この案件については、農業委員及び推進委員等による現地調査を含め、取得後、全ての農

地を効率的に利用すること、機械、労働力、技術、地域との関係などを見て問題がないこと、

また、面積要件も満たしていることから、別添の調査書のとおり、農地法第３条第２項各号

には該当していないため許可要件の全てを満たすと判断し、申請どおり許可相当として総会

へ送ることに決定したものです。 

 以上で報告を終わります。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この案件について、申請どおり許可することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、審議番号１番については、申請どおり許可することに決定

しました。 

 ○○委員の入室をお願いいたします。 

    〔委員 入室〕 

 

      第１号議案 農地法第３条の規定による許可申請 

            ２・３・４ 

○会長 

 次に、審議番号２番から４番までの３件を議題とします。 

 南部調査会の審査の報告をお願いします。 

○南部調査会長 

 報告します。 

 審議番号２番から４番までの３件は、普通売買の案件です。 

 各案件については、地元農業委員及び推進委員による現地調査を含め、取得後、全ての農

地を効率的に利用すること、機械、労働力、技術、地域との関係などを見て問題がないこと、

また、面積要件も満たしていることから、別添の調査書のとおり、農地法第３条第２項各号

には該当していないため、許可要件の全てを満たすと判断し、申請どおり許可相当として総

会へ送ることに決定したものです。 

 以上で報告を終わります。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 ここで皆さんにお諮りします。 

 この３件については、一括審議・一括採決を行いたいと思いますが、御異議ございません

か。 
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    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、この３件については、一括審議・一括採決を行います。 

 それでは、これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この３件について、申請どおり許可することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、審議番号２番から４番までの３件については、申請どおり

許可することに決定しました。 

 次に、議案書11ページから13ページまでをお開きください。 

 

      第１号議案 農地法第３条の規定による許可申請 

            ５・６・７・８・９・10・11・12・13 

○会長 

 審議番号５番から13番までの９件を議題とします。 

 北部調査会の審査の報告をお願いします。 

○北部調査会長 

 報告します。 

 審議番号５番、７番及び11番の３件は、贈与の案件、審議番号７番及び11番を除く、審議

番号６番から13番までの６件は、普通売買の案件です。 

 審議番号９番について、申請人は特定非営利活動法人を運営しており、障がい者の就労支

援の農園として申請地を購入したく申請されたものです。 

 なお、各案件については、地元農業委員及び推進委員による現地調査を含め、取得後、全

ての農地を効率的に利用すること、機械、労働力、技術、地域との関係などを見て問題がな

いこと、また、面積要件も満たしていることから、別添の調査書のとおり、農地法第３条第

２項各号には該当していないため、許可要件の全てを満たすと判断し、申請どおり許可相当
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として総会へ送ることに決定したものです。 

 以上で報告を終わります。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 ここで皆さんにお諮りします。 

 この９件については、一括審議・一括採決を行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、この９件については、一括審議・一括採決を行います。 

 それでは、これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この９件について、申請どおり許可することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、審議番号５番から13番までの９件については、申請どおり

許可することに決定しました。 

 次に、議案書14ページをお開きください。 

 

      第２号議案 農地法第４条の規定による許可申請 

            １ 

○会長 

 第２号議案 農地法第４条の規定による許可申請、審議番号１番を議題とします。 

 南部調査会の審査の報告をお願いします。 

○南部調査会長 

 報告します。 

 第２号議案 農地法第４条の規定による許可申請、審議番号１番は、転用目的が「農家住

宅の敷地拡張」の農振除外を経た案件で、申請人は、農業を営んでいますが、今般、土地の
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調査をしたところ、自宅敷地の一部が農地であることが判明したため、適法化したく申請さ

れたものです。 

 地元農業委員の説明などから、転用実施の確実性や転用面積の必要性、周辺への被害防除

計画等について問題ないことを確認し、また、申請地を許可無く転用されていたことについ

ても悪意は認められず、許可相当と判断しました。 

 農地区分は、「市街化調整区域内で概ね10ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域内に

ある農地で、その区画の面積、形状、傾斜及び土性が高性能農業機械による営農に適するも

の」に該当するため、甲種農地ウの（ア）のａ。 

 許可基準は、「既存施設の拡張（拡張に係る部分の敷地の面積が既存の施設の敷地の面積

の２分の１を超えないものに限る）」に該当するため、甲種農地ウの（イ）のｄと決定して

おります。 

 以上のことから、この案件については、申請どおり許可相当として総会へ送ることに決定

したものです。 

 以上で報告を終わります。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、審議番号１番について質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この案件について、申請どおり許可することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、審議番号１番については、申請どおり許可することに決定

しました。 

 次に、議案書15ページ及び21ページをお開きください。 

 

      第２号議案 農地法第４条の規定による許可申請 

            ３ 
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      第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請 

            15 

○会長 

 第２号議案 農地法第４条の規定による許可申請、審議番号３番、及び第３号議案 農地

法第５条の規定による許可申請、審議番号15番の２件を議題とします。 

 ここで皆さんにお諮りします。 

 この２件については、転用目的が「貸資材置場」の案件で、一体のものとして申請される

ことから一括審議・一括採決とし、審議の順序を変更し、先に審議したいと思いますが、

御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、この２件については、一括審議・一括採決とし、審議の

順序を変更し、先にこの２件を議題とします。 

 北部調査会の審査の報告をお願いします。 

○北部調査会長 

 報告します。 

 第２号議案 農地法第４条の規定による許可申請、審議番号３番、及び第３号議案 農地

法第５条の規定による許可申請、審議番号15番の２件は、転用目的が「貸資材置場」の案件

で、一体のものとして申請されていることから、一括審議・一括採決とし、委員による現地

調査を行い、調査会において申請人説明を求めました。 

 申請地は、長年、荒廃地であったことから、かねてから、その管理に悩まされていたとこ

ろ、今般、近隣で太陽光発電設備を施工している業者から、資材置場として貸してほしいと

の申し出があったため、申請地を資材置場として整備し、貸し出したく申請されたとのこと

です。 

 委員から、申請地東側の水路境界との法面部分について確認したところ、申請人より、竹

の根は残したままで芝を張り、法面部分が崩落しないようにするとの回答がありました。 

 さらに、申請人より、法面の上部にはポールを立ててロープを張り、危険防止を図る旨の

説明がありました。 

 これに対し、委員から、張芝だけでは、大雨の時には法面部分が崩落するのではないかと
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の意見があり、申請人より、この芝は丈の長さが30センチほどにもなるため、法面は崩壊し

ないと考えているとの回答がありました。 

 これに対し、委員から、現地調査の折に危険を感じたため、災害が予想される農地に対して

許可をできるのかとの質問があり、事務局より、農業委員会の審議では、農地区分から判断

して、申請内容が適当であるか、土砂の流出防止策を含め、周辺農地等への影響はないか、

また、他法令の許可の見込みがあるかなどを審議することとなっており、申請人の説明では、

法面部分の土砂流出防止のために張芝をしたり、また、法面の上部にはコンクリートブロック

と集水枡を設置する計画となっているため、総合的に判断してもらいたいとの説明がありま

した。 

 これに対し、委員から、今までは法面部分にも竹が生えていたため、崩落しなかったかも

しれないが、芝を張るだけでは災害防止策にはならず、災害が予測される場所に許可を出し

た場合、農業委員会に対する課題が残るのではないかとの意見が出されました。 

 これに対し、申請人より、法面の上部にはコンクリートブロックと集水桝を設置し、雨水

は排水管を通して東側水路へ排水することとしており、加えて、現時点では、法面部分には

根の張る芝を張ることとしているが、将来的には法面部分へのコンクリート打設を検討した

い旨の説明がありました。 

 その他、代替性や転用実施の確実性、転用面積の必要性などについて問題ないことを確認

し、許可に反対意見の委員がいたため、多数決による採決を行い、賛成多数により許可相当

と判断しました。 

 農地区分は、「中山間地域等に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産

性の低い農地」に該当するため、第２種農地カの（ア）。 

 許可基準は、「周辺の他の土地に立地することが困難な場合は許可し得る」に該当するた

め、第２種農地カの（イ）と決定しております。 

 以上のことから、この２件については、申請どおり許可相当として、総会へ送ることに

決定したものです。 

 以上で報告を終わります。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、これより質疑に入ります。質疑ございませんか。はい、どうぞ。 
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○委員 

 今、北部調査会長から報告がありましたが、私が北部調査会において反対をいたしました。 

 しかし、調査会終了後に私の判断についての是非等について、県などに聞き取りをしまし

た。その結果、許可申請される現場において、土砂崩壊の未然防止について、また、災害の

危険性については、農地法の規定では予定はされていないというようなことであり、加えて、

災害の危険性があるとすれば、そのことの立証が求められるとの結論を得ました。 

 今、私がそのことを立証することは難しく、この結果、７月13日に北部調査会での採決

において反対いたしましたが、以上のことにより、私の判断が間違っていたということで、

本日の総会において、この許可申請については妥当であり、この案件について賛成をいたす

ことをここに表明したいと思います。 

 以上です。 

○会長 

 ありがとうございます。 

 ほかに質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この２件について、申請どおり許可することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、第２号議案 農地法第４条の規定による許可申請、審議

番号３番、及び第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請、審議番号15番の２件につ

いては、申請どおり許可することに決定しました。 

 次に、議案書14ページまでをお開きください。 

 

      第２号議案 農地法第４条の規定による許可申請 

            ２ 

○会長 

 第２号議案 農地法第４条の規定による許可申請、審議番号２番を議題とします。 
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 北部調査会の審査の報告をお願いします。 

○北部調査会長 

 報告します。 

 第２号議案 農地法第４条の規定による許可申請、審議番号２番は、転用目的が「福祉施

設の敷地拡張」の農振除外を経た案件で、調査会において申請人説明を求めました。 

 申請人は、障がい者支援事業を営んでいますが、以前から、施設利用者の自立を望む保護

者から、グループホーム建設の要望があっていたため、敷地を拡張したく、申請されたもの

です。 

 委員から、申請地に隣接する水路の管理について、今後も地域と協力して行ってほしいと

の要望があり、申請人から了承する旨の回答がありました。 

 その他、転用実施の確実性や転用面積の必要性、周辺への被害防除計画等について問題な

いことを確認し、許可相当と判断しました。 

 農地区分は、「市街化調整区域内で概ね10ha以上の規模の一団の農地の区域内にある農地

で、その区画の面積、形状、傾斜及び土性が高性能農業機械による営農に適するもの」に

該当するため、甲種農地ウの（ア）のａ。 

 許可基準は、「既存施設の拡張（拡張に係る部分の敷地の面積が既存の施設の敷地の面積

の２分の１を超えないものに限る）」に該当するため、甲種農地ウの（イ）のｄと決定して

おります。 

 以上のことから、この案件については、申請どおり許可相当として、総会へ送ることに

決定したものです。 

 以上で報告を終わります。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、審議番号２番について質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この案件について、申請どおり許可することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○会長 

 異議なしと認めます。よって、審議番号２番については、申請どおり許可することに決定

しました。 

 次に、議案書16ページ及び17ページをお開きください。 

 

      第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請 

            １・２・３・４・５・６ 

○会長 

 第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請、審議番号１番から６番まで６件を議題

とします。 

 南部調査会の審査の報告をお願いします。 

○南部調査会長 

 報告します。 

 審議番号１番は、転用目的が「貸就労支援施設の敷地拡張」の案件で、委員による現地

調査を行い、調査会において申請人説明を求めました。 

 申請人は、就労支援事業を営んでいますが、就労支援施設利用者の活動場所が手狭なため、

施設南側の申請地を多目的広場の為として拡張して利用したく申請されたものです。 

 委員から、申請地南側のフェンスが水路側に越境している件について質問したところ、

申請人から、フェンスが老朽化しているため、破損している部分の修復を行い、申請地西側

敷地を駐車場として整備する際に、境界部分に正しくフェンスを新設するとの回答を得まし

た。 

 その他、転用実施の確実性や転用面積の必要性、周辺への被害防除計画等について問題な

いことを確認し、許可相当と判断しました。 

 農地区分は、「中山間地域等に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産

性の低い農地」に該当するため、第２種農地カの（ア）。 

 許可基準は、「周辺の他の土地に立地することが困難な場合は許可し得る」に該当するた

め、第２種農地カの（イ）と決定しております。 

 審議番号２番は、転用目的が「駐車場の敷地拡張」の案件で、申請人は、檀家数が150戸

の寺院で、今般、土地の調査をしたところ、申請地が農地であることが判明したため、適法
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化したく申請されたものです。 

 地元農業委員の説明などから、転用面積の必要性や周辺への被害防除計画等について問題

ないことを確認し、また、申請地を許可無く転用されていたことについても、悪意は認めら

れず、許可相当と判断しました。 

 農地区分は、「概ね10ha以上の規模の一団の農地の区域内にある農地」に該当するため、

第１種農地イの（ア）のａ。 

 許可基準は、「住宅その他周辺の地域において居住する者の日常生活上又は業務上必要な

施設で集落に接続して設置されるもの」に該当するため、第１種農地イの（イ）のｃの

（ｅ）と決定しております。 

 審議番号３番及び４番の２件は、転用目的が「工場の敷地拡張」の農振除外を経た案件で、

一体のものとして申請されていることから、一括審議、一括採決を行いました。 

 申請人は、工業用の精密工具の製造を行っていますが、既存の駐車場に新たな工場を建設

することになり、駐車場が不足するため、申請地を駐車場として利用したく申請されたもの

です。 

 委員から、申請地北側水路の橋から盛土の搬入する際、重量で橋げたが下がるなどで、

農業用水の流れに支障が出ないよう施工には注意し、万が一、支障が出た場合は速やかに

復旧を行ってもらいたい旨の発言があり、申請人からは了承する旨の回答がありました。 

 さらに、委員から、申請地内を通るパイプラインを移設する計画がないか確認したところ、

申請人から、移設の計画は無いが、土地改良区との協議の中で、新しいパイプに付け替える

予定である旨の回答を得ました。 

 その他、転用実施の確実性や転用面積の必要性、周辺への被害防除計画等について問題な

いことを確認し、許可相当と判断しました。 

 農地区分は、共に「市街化調整区域内で概ね10ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域

内にある農地で、その区画の面積、形状、傾斜及び土性が高性能農業機械による営農に適す

るもの」に該当するため、甲種農地ウの（ア）のａ。 

 許可基準は、「既存施設の拡張（拡張に係る部分の敷地の面積が既存の施設の敷地の面積

の２分の１を超えないものに限る）」に該当するため、甲種農地ウの（イ）のｄと決定して

おります。 

 審議番号５番及び６番の２件は、転用目的が「貸資材置場の敷地拡張」の農振除外を経た
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案件で、一体のものとして申請されていることから、一括審議、一括採決を行いました。 

 申請人は、鉄鋼加工業を営む系列会社に資材置場を貸していますが、事業拡大に伴い敷地

が手狭となったため、申請地を拡張して貸し出したく申請されたものです。 

 委員から、着工時期についての質問があり、申請人から、本年８月下旬を予定している旨

の回答がありました。 

 これに対し、委員から、申請地北側の道路沿いにパイプラインが通っているため、注意し

て工事を行って欲しい旨の意見が出され、申請人から、工事の際には、パイプライン部分を

補強した上で、道路に鉄板を敷くなど、周囲の営農に支障が出ないよう十分注意して行う旨

の回答を得ました。 

 また、委員から、申請地北側道路の「舗装のやり直し」について確認したところ、申請人

から、段差を解消しつつ、トラックなどの重量物が通行することに備えて、道路を補強した

いとの説明がありました。 

 その他、転用実施の確実性や転用面積の必要性、周辺への被害防除計画等について問題な

いことを確認し、許可相当と判断しました。 

 農地区分は、共に「市街化調整区域内で概ね10ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域

内にある農地で、その区画の面積、形状、傾斜及び土性が高性能農業機械による営農に適す

るもの」に該当するため、甲種農地ウの（ア）のａ。 

 許可基準は、「既存施設の拡張（拡張に係る部分の敷地の面積が既存の施設の敷地の面積

の２分の１を超えないものに限る）」に該当するため、甲種農地ウの（イ）のｄと決定して

おります。 

 以上のことから、この６件については、申請どおり許可相当として総会へ送ることに決定

したものです。 

 以上で報告を終わります。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、審議番号１番について質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 
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 この案件について、申請どおり許可することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、審議番号１番については、申請どおり許可することに決定

しました。 

 次に、審議番号２番について質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この案件について、申請どおり許可することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、審議番号２番については、申請どおり許可することに決定

しました。 

 ここで皆さんにお諮りします。 

 先ほど、南部調査会長から報告がありましたとおり、審議番号３番及び４番の２件につい

ては、転用目的が「工場の敷地拡張」の案件で、一体のものとして申請されたものです。 

 そこで、この２件については、一括審議・一括採決を行いたいと思いますが、御異議ござ

いませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、この２件については、一括審議・一括採決を行います。 

 それでは、これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この２件について、申請どおり許可することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 
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 異議なしと認めます。よって、審議番号３番及び４番の２件については、申請どおり許可

することに決定しました。 

 ここで皆さんにお諮りします。 

 先ほど、南部調査会長から報告がありましたとおり、審議番号５番及び６番の２件につい

ては、転用目的が「貸資材置場の敷地拡張」の案件で、一体のものとして申請されたもので

す。 

 そこで、この２件については、一括審議・一括採決を行いたいと思いますが、御異議ござ

いませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、この２件については、一括審議・一括採決を行います。 

 それでは、これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この２件について、申請どおり許可することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、審議番号５番及び６番の２件については、申請どおり許可

することに決定しました。 

 次に、議案書18ページから20ページまでをお開きください。 

 

      第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請 

            ７・８・９・10・11・12・13・14 

○会長 

 第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請、審議番号７番から14番までの８件を

議題とします。 

 北部調査会の審査の報告をお願いします。 

○北部調査会長 
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 報告します。 

 第３号議案 農地法第５条の規定による許可申請、審議番号７番から９番までの３件は、

転用目的が「一般住宅」及び「通路」の案件で、一体的に造成されることから、一括審議・

一括採決としました。 

 審議番号７番及び８番について、いずれも申請人は、現在、借家に居住していますが、

子供の成長に伴い、手狭になってきたため、住宅の建設を計画し、申請されたものです。 

 また、審議番号９番については、審議番号７番と８番の申請人が通路として利用したく、

申請されたものです。 

 地元農業委員の説明などから、代替性や転用実施の確実性、転用面積の必要性、周辺への

被害防除計画等について問題ないことを確認し、許可相当と判断しました。 

 農地区分は、共に「概ね10ha以上の規模の一団の農地の区域内にある農地」に該当するた

め、第１種農地イの（ア）のａ。 

 許可基準は、「住宅その他周辺の地域において居住する者の日常生活上又は業務上必要な

施設で集落に接続して設置されるもの」に該当するため、第１種農地イの（イ）のｃの

（ｅ）と決定しております。 

 審議番号10番及び11番の２件は、転用目的が「建売分譲住宅」の案件で、一体のものとし

て申請されていることから、一括審議・一括採決とし、委員による現地調査を行い、調査会

において申請人説明を求めました。 

 申請地は、閑静な集落内にあり、医療施設に近く、下水道も整備され住環境が良いため、

住宅地に適地と判断し、申請されたものです。 

 委員から、申請地の周辺では今後も営農が継続されるため、住宅購入者に対し、農作業へ

の理解を求めるよう、契約の際には、申請人から説明してほしい旨の意見が出され、申請人

からは了承する旨の回答を得ました。 

 さらに委員から、申請地東側に残る里道については、容易に管理が出来る形で残して欲し

い旨の意見が出され、申請人からは了承する旨の回答を得ました。 

 その他、代替性や転用実施の確実性、転用面積の必要性、周辺への被害防除計画等につい

て問題ないことを確認し、許可相当と判断しました。 

 農地区分は、共に「中山間地域等に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の

生産性の低い農地」に該当するため、第２種農地カの（ア）。 
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 許可基準は、「周辺の他の土地に立地することが困難な場合は許可し得る」に該当するた

め、第２種農地カの（イ）と決定しております。 

 審議番号12番及び13番の２件も、転用目的が「建売分譲住宅」の案件で、一体のものとし

て申請されていることから、一括審議・一括採決とし、委員による現地調査を行い、調査会

において申請人説明を求めました。 

 申請地は、近隣に教育施設があり、住環境が良いため、住宅地に適地と判断し、申請され

たものです。 

 委員から、水路の付け替えに伴う、申請地西側の水路の流量ついて確認したところ、申請人

から、水路の付け替えは、既に、地元により行われているもので、申請地西側の水路の流量

は、従来どおりである旨の回答がありました。 

 また、申請地と同時利用地の雨水については、申請地東側にある三面水路へ排水される旨

の説明がありました。 

 その他、代替性や転用実施の確実性、転用面積の必要性、周辺への被害防除計画等につい

て問題ないことを確認し、許可相当と判断しました。 

 農地区分は、共に「中山間地域等に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の

生産性の低い農地」に該当するため、第２種農地カの（ア）。 

 許可基準は、「周辺の他の土地に立地することが困難な場合は許可し得る」に該当するた

め、第２種農地カの（イ）と決定しております。 

 審議番号14番も、転用目的が「建売分譲住宅」の案件で、委員による現地調査を行い、

調査会において申請人説明を求めました。 

 申請地は、インターチェンジや国道に近く、下水道も整備され、住環境が良いため、住宅

地に適地と判断し、申請されたものです。 

 委員から、申請地北西の角にある隣接農地からの排水口について確認したところ、申請人

より、隣接農地の地権者と協議し、現在の箇所から約２ｍ北側に移設することになっている

旨の回答がありました。 

 その他、転用実施の確実性や転用面積の必要性、周辺への被害防除計画等について問題な

いことを確認し、許可相当と判断しました。 

 農地区分は、「高速自動車道のインターチェンジから概ね300ｍ以内に存する農地」に

該当するため、第３種農地エの（ア）のａの（ｂ）のⅱ。 
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 許可基準は、「許可し得る」に該当するため、第３種農地エの（イ）と決定しております。 

 以上のことから、この８件については、申請どおり許可相当として総会へ送ることに決定

したものです。 

 以上で報告を終わります。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 ここで皆さんにお諮りします。 

 先ほど北部調査会長から報告がありましたとおり、審議番号７番から９番までの３件に

ついては、転用目的が「一般住宅」及び「通路」の案件で、一体的に造成されるものとして

申請されたものです。 

 そこで、この３件については、一括審議・一括採決を行いたいと思いますが、御異議ござ

いませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、この３件については、一括審議・一括採決を行います。 

 それでは、これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この３件について、申請どおり許可することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、審議番号７番から９番までの３件については、申請どおり

許可することに決定しました。 

 ここで皆さんにお諮りします。 

 先ほど北部調査会長から報告がありましたとおり、審議番号10番及び11番の２件について

は、転用目的が「建売分譲住宅」の案件で、一体のものとして申請されたものです。 

 そこで、この２件については、一括審議・一括採決を行いたいと思いますが、御異議ござ

いませんか。 
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    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、この２件については、一括審議・一括採決を行います。 

 それでは、これより質疑に入ります。質疑ございませんか。はい、どうぞ。 

○委員 

 審議番号10番の分譲住宅です。土地利用計画図を見ますと、道路が以前開発されたところ

を通っていくような道路計画になっておりますが、ここはどういう形で入居者たちが道路を

使うものですか。 

○会長 

 事務局お願いします。 

○事務局 

 まず、開発道路ですけど、土地利用計画を御覧いただきたいと思います。 

 こちらが令和２年７月に許可をされている分で、開発道路は北の方の線に沿ってＬ形に

６ｍの開発道路が入っております。この部分については市道になっており、これに続く形で

今回、南の方に進んで、それから東西に２本、開発道路が入る計画となっています。 

○委員 

 道路は東に出るんですね。 

○事務局 

 そうです、東です。この令和２年７月許可というところに北の方に線があると思いますが、

そこに沿って市道から東の河川沿いに４ｍぐらいの市道がありまして、そこにつながってお

ります。 

○委員 

 はい、分かりました。 

 もう一ついいですか。この団地の南側は私道と書いてあります。今回ここは、市道にはな

らないのですか。 

○会長 

 事務局どうぞ。 

○事務局 

 南の分については、もともと開発区域には入っていません。ただ、今回セットバックをし
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てＵ字溝と一部分を道路として使わせてくださいということで、その南側の人と協議をされ

て、幾らかセットバックしてＵ字溝をして土留めのコンクリートブロックをするということ

なので、ここの部分についてそのまま私道ということになっています。 

○委員 

 もう一点いいですか。 

 その私道から西の方に大きい道路がありますけれども、その道路とはつながりますか。 

○会長 

 事務局どうぞ。 

○事務局 

 西の方には、つながらない計画となっています。 

 以上です。 

○委員 

 利便性を考えれば、国道から近いのでそことつながった方がいいような気がしましたが、

開発者は、その辺の協議はされているのですか。 

○会長 

 事務局どうぞ。 

○事務局 

 この部分については、もともと開発区域には含まれていないので、協議がされているかど

うかの確認は取っておりません。 

○委員 

 分かりました。 

○会長 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この２件について、申請どおり許可することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 
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 異議なしと認めます。よって、審議番号10番及び11番の２件については、申請どおり許可

することに決定しました。 

 ここで皆さんにお諮りします。 

 先ほど北部調査会長から報告がありましたとおり、審議番号12番及び13番の２件について

も、転用目的が「建売分譲住宅」の案件で一体のものとして申請されたものです。 

 そこで、この２件については、一括審議・一括採決を行いたいと思いますが、御異議ござ

いませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、この２件については、一括審議・一括採決を行います。 

 それでは、これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この２件について、申請どおり許可することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、審議番号12番及び13番の２件については、申請どおり許可

することに決定しました。 

 次に、審議番号14番について質疑に入ります。質疑ございませんか。はい、どうぞ。 

○委員 

 今回、申請地の中で南側道路部分のところで、セットバックしたような形が見えます。も

ともとここは幅員的には広くあるように見えますけれども、それでもセットバックした理由

が何か、分かったら教えていただきたいと思います。 

○会長 

 事務局どうぞ。 

○事務局 

 ここの申請地は段々になっていて、高いところで１ｍぐらい高低差があります。ここの市道

の拡幅をする際、土留め工事としてここに現場打ちの擁壁がありますが、その擁壁の法肩が
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市道と申請地との境界になっております。 

 法肩部分は、現場打ちのコンクリートですので、幾らか勾配がついておりまして、その

部分を今回コンクリートブロックに替えるということで、その勾配部分は市道敷なので、

コンクリート擁壁を撤去した部分がセットバックしたような形になるということです。 

 以上です。 

○会長 

 今の説明よろしいですか。 

○委員 

 はい。 

○会長 

 ほかに質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この案件について、申請どおり許可することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、審議番号14番については、申請どおり許可することに決定

しました。 

 次に、議案書22ページ及び23ページをお開きください。 

 

      第４号議案 農用地利用集積計画 所有権移転 

            １・２・３・４・５・６・７・８・９ 

○会長 

 第４号議案 農用地利用集積計画 所有権移転、審議番号１番から９番までの９件を議題

とします。 

 南部調査会の審査の報告をお願いします。 

○南部調査会長 

 報告します。 
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 審議番号１番から９番までの９件：41,410㎡について、調査会において審議したところ、

農業経営基盤強化促進法第18条第３項の各要件を満たしているため、計画どおり承認相当と

して、総会へ送ることに決定したものです。 

 以上で報告を終わります。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 ここで皆さんにお諮りします。 

 この９件については、一括審議・一括採決を行いたいと思いますが、御異議ございません

か。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、この９件については、一括審議・一括採決を行います。 

 それでは、これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この９件については、計画どおり承認することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、審議番号１番から９番までの９件については、計画どおり

承認することに決定しました。 

 次に、議案書26ページをお開きください。 

 

      第５号議案 農用地利用集積計画 利用権設定 

            12 

○会長 

 第５号議案 農用地利用集積計画 利用権設定、審議番号12番を議題とします。 

 ここで皆さんにお諮りします。 

 審議番号12番は、私自身の案件ですので、農業委員会等に関する法律第31条の議事参与の
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制限に該当します。 

 そこで、この案件については、一時退室させていただき、先に審議したいしたいと思いま

すが、御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、この案件については、一時退室させていただき、先に審議

することに決定しました。 

 それでは、この案件の議事進行を副会長にお願いします。 

    〔会長 退室〕 

○副会長 

 それでは、審議番号12番について、南部調査会の審査の報告をお願いします。 

○南部調査会長 

 報告します。 

 審議番号12番 

   更新  １件： 3,132㎡ 

について、調査会において審議したところ、農業経営基盤強化促進法第18条第３項の各要件

を満たしているため、計画どおり承認相当として総会へ送ることに決定したものです。 

 以上で報告を終わります。 

○副会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この案件について、計画どおり承認することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副会長 

 異議なしと認めます。よって、審議番号12番については、計画どおり承認することに決定

しました。 
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 会長の入室をお願いいたします。 

    〔会長 入室〕 

○会長 

 次に、議案書24ページから28ページまでをお開きください。 

 

      第５号議案 農用地利用集積計画 利用権設定 

            12を除く１～23 

○会長 

 第５号議案 農用地利用集積計画 利用権設定、審議番号12番を除く、審議番号１番から

23番までの22件を議題とします。 

 南部調査会の審査の報告をお願いします。 

○南部調査会長 

 報告します。 

 審議番号12番を除く、審議番号１番から23番までの22件 

   新規  ４件： 50,936㎡ 

   更新  18件： 66,466㎡ 

について、調査会において審議したところ、農業経営基盤強化促進法第18条第３項の各要件

を満たしているため、計画どおり承認相当として総会へ送ることに決定したものです。 

 以上で報告を終わります。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 ここで皆さんにお諮りします。 

 この22件については、一括審議・一括採決を行いたいと思いますが、御異議ございません

か。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、この22件については、一括審議・一括採決を行います。 

 それでは、これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この22件について、計画どおり承認することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、審議番号12番を除く、審議番号１番から23番まで22件につ

いては、計画どおり承認することに決定しました。 

 次に、議案書28ページから32ページまでをお開きください。 

 

      第５号議案 農用地利用集積計画 利用権設定 

            24～38 

○会長 

 第５号議案 農用地利用集積計画 利用権設定、審議番号24番から38番までの15件を議題

とします。 

 北部調査会の審査の報告をお願いします。 

○北部調査会長 

 報告します。 

 審議番号24番から38番までの15件 

   新規  ７件： 45,373㎡ 

   更新  ８件： 64,002㎡ 

について、調査会において審議したところ、農業経営基盤強化促進法第18条第３項の各要件

を満たしているため、計画どおり承認相当として、総会へ送ることに決定したものです。 

 以上で報告を終わります。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 ここで皆さんにお諮りします。 

 この15件については、一括審議・一括採決を行いたいと思いますが、御異議ございません

か。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○会長 

 異議なしと認めます。よって、この15件については、一括審議・一括採決を行います。 

 それでは、これより質疑に入ります。質疑ございませんか。はい、どうぞ。 

○委員 

 29ページの審議番号29番は、今回、耕作される方が、遠方にお住まいですけれども、この

方は、この近くに倉庫とか、農機具などを持ってありますか。 

○会長 

 事務局お願いします。 

○事務局 

 現時点で、この近くには農業用施設等を所有されておりませんが、今後、近くに農業用施

設を建設する計画とのことで、現在、農地転用の相談があっております。 

○委員 

 分かりました。 

○会長 

 申請人は、○○町で遠距離ということで、農業をされるのはいいですけど、やっぱり地元

として耕作放棄じゃないですけど、そういう形にならないように注意してもらいたいと思い

ます。 

 それでは、委員、今の事務局の説明でよろしいですか。 

○委員 

 はい、分かりました。以上です。 

○会長 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この15件について、計画どおり承認することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、審議番号24番から38番までの15件については、計画どおり
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承認することに決定しました。 

 次に、議案書33ページ及び34ページをお開きください。 

 

      第６号議案 非農地通知について 

            １・２・３・４・５・６・７・８ 

○会長 

 第６号議案 非農地通知について、審議番号１番から８番までの８件を議題とします。 

 北部調査会の審査の報告をお願いします。 

○北部調査会長 

 報告します。 

 審議番号１番から８番までの８件について、地元農業委員及び推進委員による現地調査を

行い、調査会において審議したところ、申出地は、山林・原野化しているため、非農地相当

と判断し、総会へ送ることに決定したものです。 

 以上で報告を終わります。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 ここで皆さんにお諮りします。 

 この８件については、一括審議・一括採決を行いたいと思いますが、ご異議ございません

か。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、この８件については、一括審議・一括採決を行います。 

 それでは、これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより採決します。 

 この８件について、非農地とすることに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 
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 異議なしと認めます。よって、審議番号１番から８番までの８件については、非農地とす

ることに決定しました。 

 お諮りします。 

 佐賀市農業委員会令和４年７月定例総会議事録について、その字句、その他の整理を要す

るものについては、その整理を農業委員会会長に委任されたいと思いますが、これに御異議

ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○会長 

 異議なしと認めます。よって、農業委員会会長に委任することに決定しました。 

 これをもちまして、本日の議事は全て終了しました。 

 佐賀市農業委員会令和４年７月定例総会を閉会します。 

 本日はありがとうございました。 

午前10時41分 閉会 

 


